
2024ジュニアオリンピックカップブロック選考について（K2選手対象） 

2023年 11月 

南関東ブロックスキー協議会 

２０２４ジュニアオリンピックカップブロック選考について下記の通りとする 

※2024年度大会より K2クラスはブロック選考のみになります 

 

１． 対象選手 

下記の予選会までに東京都、神奈川県、千葉県の各連盟より SAJ競技者登録をされている選手 

 

２． 選考の優先順位 

①自力枠 

1） 前年度本大会 K2カテゴリーにおいて各種目 10位以内に入賞した選手 

2） 当該シーズンの全国中学校スキー大会各種目 10位以内入賞者 

3） 2008年生まれで当該シーズンの全国高校スキー大会各種目 10位以内入賞者 

4） 当該シーズンの全日本ジュニアスキー選手権(SG)で 10位以内入賞者 

5） 当該シーズンの強化指定 Dの選手 

6） 前年度大会 K1カテゴリーにおいて各種目 5位以内入賞者（中学校１年生が対象） 

        ↓ 

②ブロック推薦枠 

①以外の選手を対象に、南関東ブロックの推薦枠を、下記の選考方法にて選考をする。 

※ブロック推薦枠数は SAJポイントリストNo.7（12月 5日発行）での競技者登録数を基に算出 

 

３． 南関東ブロック推薦枠選考レース・選考方法 

各ブロックに割り当てられたエントリー数内で、各ブロックで選抜された競技者※1 

 

『南関東ブロックユース野沢温泉大会（大回転および回転）を選考レースとする。（2種目同一選手）』（K2） 

・南関東ブロックユース野沢温泉大会で南関東ブロック選手の内部順位で上位より選考する。 

上位３０位にジュニオリポイント付与する。 

・ジュニオリポイントは、ワールドカップ方式のポイントを付与する。 

・大回転競技、回転競技、それぞれのポイント加算で選考する。 

・選考枠内で同ポイント同順位の場合は、南関東ブロックユース野沢温泉大会開催予定日時点での 

ＳＡＪポイント（出場選手の内、ＧＳまたはＳＬのポイントランキング上位を採用する、ランキングが 

同順位の場合はＧＳ優先）を選考する。 

・選考後、辞退者が出た場合、期日内（※後日連絡）であれば繰り上げ推薦をする。 

・高校 1年生の早生まれの選手で 2024年度全国高等学校スキー大会に出場した選手は、南関東ブロックの 

推薦枠内にてプロテクトする。 

・大会中止等でジュニオリポイント付与ができない場合の選考方法について 

 第一優先  群馬ユースⅠ 尾瀬戸倉大会の成績を採用する。※選考方法は上記野沢温泉大会と同様とする。 

 第二優先  群馬ユースⅠ 尾瀬戸倉大会も中止の場合、南関東ブロックユース野沢温泉大会開催予定日 

時点でのＳＡＪポイントの上位者とする、その場合は種目別での選考となる。 

※尚、南関東ブロックユース野沢温泉大会において、どちらか 1 種目中止になった場合は、 

中止になった種目のみ上記の選考方法にて選考する。 

その他、詳細は JOCジュニアオリンピックカップ 2024実施概要をご確認ください。 


